
内容

空き家再生で「理想の住まいと環境」を形にする。西和賀の未来を創る空き家

利活用プロデューサー募集

西和賀「暮らしの再設計」プロデューサー

１名

西和賀町会計年度職員

（契約更新時に、個人委託型に変更をすることも可能です）

・委嘱の日から最長３年まで業務、活動状況を勘案して１年ごとに２回まで更

新が可能です。

・令和９年４月から勤務開始予定（時期についてはご相談ください）

会計年度任用職員

月額　207,870円

期末手当、勤勉手当

年間　350万円程度の収入を想定

・勤務日　月曜日から金曜日までの5日間

　　　　　（土日祝日勤務が生じた場合は時間外対応または代休対応としま

す。）

・勤務時間　午前8時30分～午後5時00分、

　　　　　　休憩１時間（1日7時間30分）（週５日、37時間30分）

※勤務時間や勤務日の変更を希望する方はご相談ください。

・有給休暇　10日/年（西和賀町会計年度任用職員の任用等に関する規則によ

ります。）

・夏季休暇　4日/（7～9月）

・年末年始　12月29日～1月3日

・空き家を「暮らしの拠点」としてデザインできる方

・「人」と「家」の良き仲介役になれる方

・建築・土木の専門知識を地域に活かしたい方

・自ら「ナリワイ」を創り出し、定着する意欲のある方

・現場作業を厭わず、楽しめる方

　岩手県西和賀町は、奥羽山脈の懐に抱かれた日本有数の豪雪地帯です。豊か

な山菜や温泉、そして雪国ならではの粘り強いコミュニティが魅力です。一方

で、空き家の増加や冬の暮らしへの不安が移住の壁となっている現実もありま

す。私たちは、この「雪」や「古い家」を課題ではなく、新しいライフスタイ

ルの資産として捉え直したいと考えています。

【西和賀町地域おこし協力隊】令和９年度募集用：募集要項

募集職種名

【1】募集概要

タイトル

項目

募集人数

雇用制度

任期

給与・賃金等

勤務時間

求めている人材

活動地域の紹介

【2】募集の背景

について



　豪雪地帯の西和賀町では「空き家」の確保が移住の鍵ですが、建物の傷みや

冬の寒さへの不安が大きな壁となっています。

これまでの情報提供だけでは限界があり、今求められているのは「具体的にど

う直し、どう冬を越すか」という専門的な助言です。

　そこで、建築・土木の知見を持つ協力隊を募集します。プロの視点で空き家

を診断し、雪国に適した改修や薪ストーブの導入、家庭菜園を含めた「豊かな

暮らし」を提案・実践することで、空き家という課題を地域の資産へ変え、移

住を強力に推進することを目指します。

仕事概要

　「安心して暮らせる家」と「持続可能なナリワイ（仕事）」を可視化し、都

市部からの移住を強力に推進します。建築の専門知識を活かし、空き家の状態

だけでなく、家庭菜園やエネルギー自給の可能性を含めた「住まいと環境の一

体的なデザイン」を調査・提案・実践する、移住施策の技術的リーダーを担い

ます。

業務詳細

・建築の専門知識を活かした空き家の状態調査と、家庭菜園などを含めた活用

プランの作成。

・薪ストーブの設置や断熱改修の提案を通じ、冬を快適に過ごすための技術を

自ら実践・発信。

・住まいの改修費用や資金計画、西和賀での仕事づくりに関する具体的な相談

対応と伴走支援。

・関東圏等のネットワークを活かした体験イベントの開催と、西和賀ファンの

創出。

1日の

スケジュール

（例）

08:30　出勤・ミーティング

09:30　空き家改修現場での作業（DIY指導やペチカ築炉の準備等）

12:00　休憩

13:00　空き家候補物件のテクニカル調査（修繕箇所の判定、写真撮影）

15:00　移住希望者とのオンライン相談（改修費用の概算提示等）

16:30　活動報告作成、事務連絡

17:00　退勤

―週間の

スケジュール

（例）

月曜日：活動状況の共有、町内空き家データの巡回・更新

火曜日：空き家リノベーション活動（現場作業・資材調達）

水曜日：移住希望者への「西和賀ライフ」提案資料作成（設計・積算）

木曜日：空き家所有者との面談・活用提案（地域住民との信頼構築）

金曜日：SNS等での「空き家再生」プロセス発信、次週の準備

土・日：休日（※イベント時は振替対応。）

1年目
　町内の空き家状況を専門的に把握し、西和賀の各エリアの特性や雪国での暮

らしの知恵を学びます。

協力隊募集の経緯や背景について

基本業務

3年間の

スケジュール

【2】募集の背景

について

【3】活動内容

について



2年目

　自身のナリワイ（宿や建築コンサル）の準備を進めつつ、個人委託型への移

行を視野に入れ、自ら再生した拠点での暮らしを「移住モデル」として公開し

ます。

3年目
　都市部とのパイプを強固にし、具体的な移住マッチングを推進。卒隊後の

「民間の移住コーディネーター窓口」確立に向けた体制を整えます。

　町の移住コンシェルジュ的な役割を担う民間パートナーとして独立を目指し

ます。また、再生した空き家での宿運営や、専門スキルを活かした地域インフ

ラ維持の担い手としての定着を支援します。

協力隊としての管理・報告業務

・日報・月報の作成、活動報告書の提出。

・町が開催する協力隊会議や研修会への参加。

地域等とのネットワーク構築

・地域行事への積極的な参加を通じた、住民や空き家所有者との信頼関係構

築。

・企画財政課（町）

・ユキノチカラプロジェクト協議会

・地域づくり組織等

・申込時点で、３大都市圏または地方都市等（過疎、山村、離島、半島等の地

域に該当しない市町村）に在住し、採用後に西和賀町に住民票を移し、居住で

きる方

・地域おこし協力隊としての活動期間終了後も西和賀町に定住する意欲をもっ

ている方

・地域の活性化に意欲があり、地域住民とともに積極的に活動ができる方

・心身ともに健康で誠実に業務を行うことができる方

・普通自動車免許を有している方又は普通自動車免許を取得する意思のある方

・地方公務員法第16条に規定する一般職員の欠格条項に該当しない方

・建築、土木に関する実務経験（施工管理、設計など）

・普通自動車免許（AT限定可、着任までにMT取得推奨）

・基本的なPCスキル（Word, Excel, SNS発信）

3年後について

その他の業務

業務で関わる方・団体等の紹介

について

【4】募集詳細

3年間の

スケジュール

応募条件(必須)

求められるスキル・経験

【3】活動内容

について



・一級建築施工管理技士、一級土木施工管理技士等の国家資格

・建築修繕やリフォームの資金計画、見積作成の経験

・イベント企画やコミュニティ活動の経験

西和賀町内

　西和賀町は岩手県の最西端にあり、岩手県北上市と秋田県横手市の間に位置

している、奥羽山脈に囲まれた人口約4,400人の町です。日本海側の気候であ

り、岩手県内で随一の豪雪地帯です。

　県道１号、国道107号、秋田自動車道、JR北上線を有し、岩手県と秋田県を

つなぐ地域でもあります。隣接する北上市までは役場から50分、横手市までは

30分、また盛岡市までは１時間30分ほどの距離にあり、アクセスには困りませ

ん。

【社会保険等について】

・共済等（共済組合、厚生年金、雇用保険）に加入します。

【活動費支援について】

・隊員の活動に必要な経費は、隊員自身が予算管理（マネジメント）を行う

「活動費補助金制度」により支給されます。年間最大200万円の予算枠内（社

会保険料等も含む）で、以下の経費を賄うことができます。

①住居、光熱水費

・町内の空き家やアパート等を隊員自身で選択・契約していただきます。

・家賃に加え、電気・ガス・水道・灯油代（暖房費）などの光熱水費も補助金

の対象となります。

②活動用車両

・活動に必要な車両は、隊員自身でリース契約（レンタカー等）を行っていた

だきます。

・車両リース料および燃料費（100L/月まで）は補助金の対象となります。

③その他活動費

・活動に必要な消耗品、備品（PC・機材等）、研修費、旅費などが対象です。

・要件を満たす備品は、任期終了後に隊員へ譲渡可能です（起業・定住支

援）。

【起業支援について】

・卒隊後に隊員が町内で起業する場合、補助金100万円（上限）を支援しま

す。

・業務時間外であれば可能とします。

・副業をするときは担当課の職員に事前に相談してください。

履歴書（写真添付）、住民票の抄本、西和賀町地域おこし協力隊エントリー

シート

〒029-5512

岩手県和賀郡西和賀町川尻40地割40番地71

西和賀町役場湯田庁舎　課「空家対策」担当

電話　　0197-82-3284

ＦＡＸ　0197-82-3111

E-mail: kikaku@town.nishiwaga.lg.jp

令和８年９月７日（月）～令和８年11月30日（月）必着

募集人数になり次第募集を締め切ります。

【4】募集詳細

【5】応募手続き

と選考の流れ

歓迎するスキル・経験

勤務地

アクセス

副業

提出書類

提出先

申込受付期間

募集締切日

福利厚生



・第１次選考

　書類審査とし合否を応募者全員に文書にて通知します。

　

・第２次選考

　第１次選考合格者を対象に、西和賀町において面接試験を実施します。

　詳細な日時等は第１次選考結果を通知する際にお知らせします。

・結果の報告

　第２次選考に出席した全員に文書で通知します。

　

※応募にかかる経費（書類申請、面接に伴う経費等）は、すべて応募者の負担

となります。

※ご応募から１ヶ月～1.5ヶ月程度の選考期間を想定しております。

西和賀町地域おこし協力隊　採用事務局

一般社団法人いわて圏（担当：大澤・松尾）

 E-mail：iwate.nishiwagatown@gmail.com

※西和賀町役場より、地域おこし協力隊の募集・採用に関する委託を請けてい

る地域づくり会社です。

その他

【5】応募手続き

と選考の流れ

募集に関する問い合わせ先

参考となるリンク先

選考の流れ


